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支え合える世の中へ
鹿児島県・鹿児島市立西田小学校・５年
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　朝、聞こえてきたテレビの音に耳を傾けると、ニュースで事件の報道が流れていた。
「またか・・・。」

毎日、各地でいろいろな事件が起きていることにうんざりする。さわやかな朝だったのに、僕の心は一気に暗く沈んでしまう。なぜ、毎日犯罪は起きているのだろう。なぜ、人は犯罪を起こしてしまうのだろう・・・。僕はそれが不思議でならなかった。
　この夏休み、東京都世田谷区を走行中の小田急線の電車内で、乗客十人が男に切りつけられるというすさまじい事件が起きた。男は
「幸せそうな女性を見ると、誰でもいいから殺してやりたくなった。電車は逃げ場がないので大量に人を殺せると思った。」

と話していたそうだ。その男の心理は僕には分からない。なぜ、被害者の女性や家族の人生について考えられなかったのか。さらに男は、
「逃げ惑う姿を見て満足したが、一人も殺せなくて残念。」
などとも話しており、この犯行に及ぶことになった経緯については、
「不幸は周りの人のせい。」
と供述している。自分勝手な理由で、どうして人を傷つけられるのだろう。罪を犯したことで、欲求を満たし、本当に人生を納得のいくものにできたのだろうか。僕はいかりがこみ上げると同時に悲しくなった。
　「人格形成」は幼少期の経験が大切だと本で読んだことがある。人は皆、育つ環境が違う。環境が違えば、思っていることや、考え方も異なる。それぞれに考え方が違うことで、良いアイデアが生まれ、素晴らしいものが完成することもある。これとは逆に、考え方が違うことでトラブルが起き、人生のレールを踏み外してしまって犯罪が生まれるのかもしれない。でも、家族や学校の先生、地域住民など周囲の大人、友達の声かけや支えによって気付き、脱線をまぬがれて、犯罪を防ぐこともできると思う。この世界から非行や犯罪をなくしたり減らしたりするには、周囲との人間関係が大切であり、何よりもそこには愛情があることが必要だと僕は思う。
　以前、テレビで犯罪者が社会復帰をする番組を見たことがある。社会復帰をする環境や場所に納得がいかないため、再犯率は二人に一人と高いそうだ。自分に歯止めをかけ、過去と同じあやまちをくり返さないためには、地域の人の支えが大切となる。更生保護を支える手立てとして保護司の方や更生保護施設があることを、インターネットを通じて知った。周囲の理解と、「一人ではない、支えてくれる人がいる」といった心のつながりが大切になってくる。
　自分が非行や犯罪を少しでも減らすためにできる取組はないだろうかと考えてみた。僕は、進んで元気よく明るいあいさつを地域全体に広げていきたいと思う。あいさつのパワーはすごい。それは、ある小学校を訪れた不審者に出会った小学生が、大きな声で気持ちの良い挨拶をしたところ、そのあいさつに感動し、男は犯罪を犯さなかったと聞いたからだ。あいさつが犯罪を防ぐ「心のつながり」を作ったのだと思う。だから僕は、できるだけ多くの人に気持ちの良いあいさつを届け、心の架け橋のきっかけを作っていきたい。
　そして今年、僕は学校で広報委員会の一員として活動している。いつも一年生から六年生まで誰もが楽しめるような新聞記事を書こうと心がけている。僕の小さな活動から少しでも輪が広がり、人がつながり支え合っていける心の架け橋となれたら・・・。非行や犯罪が減って、安全安心な世の中になっていくために、「僕」ができることから始めていきたい。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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